
　受験を仕事にする以上、受験先の学校については常

に情報を収集・分析し、それを生徒に伝えていく必要があ

ります。私自身受験産業に従事する人間として、特に専門

である大学受験については人並み以上に様々な場所で

情報を発信しています。

　しかし、世の中にはたくさんの学校があって一つひとつ

細かく情報を伝えきることが難しいのが実情であり、その

時に1つの目安として頻繁に用いられるのが「群」という考

え方です。

　大学受験であれば本記事のタイトルにもなっている

「MARCH（マーチ）」や「早慶」（ないし「早慶上理」）が

有名な部類に入るかと思いますが、中学受験や高校受験

でも「御三家」等と括られ、一定のレベルを示す物差しと

しての役割があります。

　もちろん大学受験に限らず受験校を選ぶ際は、大学群

や知名度に縛られず、広い視野や将来の目標、生徒本人

の志向に合わせた選択をすべきことは言うまでもありませ

ん。当然、普段生徒を指導されている先生方には釈迦に

説法でしょう。とはいえ、一定の知名度がある大学であれ

ば生徒が希望するケースも少なくないため、その由来を

知っておくことも悪くないでしょう。そこで今回は大学群の

中でも知名度の高い「MARCH」の由来について紹介し

たいと思います。

　大学群MARCHといえば、多くの人に知られている大

学群で、M：明治、A：青山学院、R：立教、C：中央、H：法政と

いう5つの大学を示すものです。

　Wikipediaによると「MARCH」は、現在でも発刊され

ている受験専門誌『螢雪時代』の当時の編集長である代

田恭之氏が考案したものと記述されています。それによ

れば、「大学進学率が1割を超えた昭和30年代、大学が

エリート期からマス期に移行するのに従って、私大グルー

プの呼び名を、合格発表のある『3月』のMarchにかけて

名付けたのが始まり」とのことです。

　しかし実際の螢雪時代を調査した結果、この時代には

「MARCH」という呼び名は少なくとも螢雪時代内では発

見できず、この言説には疑問符が残ると述べる人も多い

のが事実なのです。

　一方、Wikipediaに参考文献として挙げられている雑

誌『AERA』2011年1月17日号、また小林哲夫著『早慶

MARCH』（朝日新書）によれば、『螢雪時代』の当時の編

集長である代田氏が考案したのは「MARCH」ではなく

「KWAMARCH」という大学群だといわれています。代田

氏が大学・高校の講演会の為に考案したもののようです。

（K：慶應義塾、WA：早稲田、M：明治、A：青山学院、R：立教、

C：中央、H：法政）

　これもあくまで一説ではありますが、映画「戦場にかける

橋」のテーマ音楽「クワイ河マーチ」をもじったとも言われて

います（余談ですが「クワイ河マーチ」という言葉の並びに

ピンと来なくても、この曲はCM等で一度は聞いたことがあ

るような有名な楽曲です）。そうなると、「MARCH」は「3月」

という意味で付けられたわけではないともいえます。

　先ほどの『AERA』および『早慶MARCH』によれば、

昭和40年代には上智・青山学院・立教の3大学の頭文字

を取った「JAR（ジャル）」という大学群が存在したようで

す。実際に1980(昭和55)年12月12日付けの毎日新聞に

記述が見られます。この大学群は、あるいは早稲田・慶應

義塾と併せてJARWAK（ジャルワック）と呼ばれていたと

もいわれています。

　時代背景を考察するなら、昭和40年代は女子の大

学進学率が上がり、中でも知名度・人気の高いミッション

系大学の3校を括って、日本航空の「JAL」（もしくはその旅

行ブランド「JALパック」）にかけたものでしょう。当時は実力

というよりは校風で分けられていた様子もうかがえます。

　平成になると、「CHARM」という大学群が誕生しまし

た。実のところ、中央大学（C）、法政大学（H）、青山学院大

学（A）、立教大学（R）、明治大学（M）の並びの問題であ

り、「MARCH」と中身は何ら変わりません。この「CHARM」

という大学群はあまり普及しなかったといわれていますし、

私の周囲で「CHARM」という用語を使う人間には1人も

出会ったことがありません。

　しかし、「MARCH」が昭和30年の時点で存在し、定着

しているならわざわざ「CHARM」という大学群は誕生し

なかったのではないでしょうか。その観点でいえば、一部

「MARCH」を提唱する人間はいた可能性は否定できま

せんが、少なくとも現在のような浸透度合いでなかったこ

とは明白なように思えます。

　さらに平成には「JARWakMarCH」などという大学群

も存在したといわれています。もはやインターネットサイトの

パスワードかと思うくらい複雑ですが、「JARWak」が前

述の通り、J：上智、A：青山学院、R：立教、Wa：早稲田、k：慶

應義塾であり、「MarCH」がM：明治、C：中央、H：法政、ar

は語呂合わせの挿入語という立て付けだったようです。こ

の時もどちらかというと校風で分けられており、現在との違

いが感じられます。

　厳密に「MARCH」の呼称がいつから一般化したかは

定かではありませんが、2004年には少なくとも一般的受験

用語として用いられていたことは明らかです。「週刊朝日」

2004年4月30日号の「早慶 MARCH 関関同立 グループ

別ランキング 伸びている私立高校」には明確に「MARCH」

との記載が見られ、これ以降次第に「MARCH」が一般的

に使われ出しています。

　その観点では、1990年～2004年の間に「MARCH」と

いう括りが生み出されたという可能性が大きいと言えま

す。あくまで私の肌感覚ではありますが、私が小学生だっ

た2000年前後には「MARCH」という呼称は聞いたこと

がありましたし、私が中学生だったまさに2004年には、通っ

ていた塾でも「MARCH」という言葉を講師が使っていた

記憶があります。

　尚、ここからは余談ですが、「MARCH」という呼称は

受験産業だけの言葉ではなく、公的文書にも使われてい

ます。文部科学省審議会議事録や東京都教育委員会の

報告書等を見ると、「MARCH」の表記が登場しており、

その定着度合いもさることながらメディアの力の強烈さを

感じずにはいられません。

　ちなみに私は自身が運営するYouTubeチャンネルで

新たな大学群「TOCKY（トッキー）」を提唱しています。

T：筑波、O：お茶の水女子、C：千葉、K：神戸、Y：横浜国立

を指しており、旧帝大に次ぐ国立大学群です。また機会が

あればこのTOCKYについても紹介したいと思いますし、

ネットで「TOCKY」と調べていただければ動画も閲覧でき

るので、ぜひチェックしていただきたいです。
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こばやし           しょう

埼玉県出身。私立開成高等学校、東京大学法学部第Ⅰ類卒業。大学在学中は大手予

備校に勤務し、東大・医学部をはじめ多数の難関大合格者を輩出する。また、新規校

舎立ち上げに参画し、各種経営指標で全国1位を連続で獲得した。卒業後は経営コ

ンサルティング会社の戦略部門を経て株式会社キャストダイスを設立。新規事業開

発、人材・組織変革を専門に3度のプロジェクト表彰を受賞する他、人材関連企業を

経営する等、活躍のフィールドは多岐にわたる。近年ではYouTuberとして、受験・

キャリアに関する動画を配信中。開成高校弁論部・コンサルティングで培ったロジカ

ルな指導力を武器に、大学や教育機関での講義・講演・セミナーを実施している。『開

成流ロジカル勉強法』（クロスメディア・パブリッシング刊）

村尾 隆介
むらお               りゅうすけ
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大学群「JAR」私教育最前線

　『授業中に世界を変えよう！』とは、第一学院が始めた

SDGｓのクラス<チャリティーンズ>の募集コピー。募集？ 

そう、この授業は全国からオーディションで選ばれた１７

名の“本気の生徒”と創りあげています。

　学習意欲や知能が高いゆえ、教室では疎外感があ

る…。でも、米国のように飛び級できるわけじゃない…。ど

このクラスにも存在する、教育界でいうところの“浮きこぼ

れ”には、どんな舞台を用意してあげればよいのか？ 第

一学院のひとつの答えは、そんな彼ら・彼女らを「みんな

集めて、ひとつのクラスをつくる」です。これは全国にキャ

ンパスを持つ第一学院の特性と、オンライン授業という

ニューノーマルを活かした挑戦で、主となるテーマは

SDGｓ。生徒たちが発見した社会課題と、その解決のア

イデアを実際に形にしていく内容となっています。授業を

見学する人たちが驚かされるのは、普通は嫌がられるプ

レゼンも、このクラスでは我先にと皆が自発的に行い、

ジョークを交えながら大人も唸る意見を述べること。カリ

キュラムディレクターで、自ら授業を教える村尾隆介氏

は、こう言います。「ここでは“浮きこぼれ”が浮き放題。誰

にも遠慮なく本来の力を発揮できるし、彼ら・彼女らも、こ

のクラスで自分の能力の高さを再認識し、さらに自信を

深めています。そもそも社会問題に敏感な生徒が多い

のも浮きこぼれの特徴なので、授業のテーマも知的好奇

心にドンピシャなのでしょう」。

　しかし、一方で学校用語の“浮きこぼれ”に違和感を

覚えるという村尾氏。「社会で必要なのは知識よりも自

信。浮きこぼれと呼ばれて自信を深める子はいないし、そ

の言葉には関わると面倒という印象も含まれます。だか

ら、僕は“スペシャルシーズ”と呼びたい。生徒たちも自分

には特別な何かがあると自信が持てるし、周囲の大人も

いい土壌で大切に育てたいという気持ちが働くはず」。

たしかに、この“特別な種”を一緒に育てようと、村尾氏の

考えに賛同して集まるゲスト講師陣は豪華。作家・政治

家・社会活動家や経営者がプロボノとして教壇に立ちま

す。他にも、このプログラムを支える事務局を「コンシェル

ジュ」、生徒たちの学びをフォローするOG・OBたちを「メ

ンター」と呼ぶなど、この授業では名称がそれぞれ違い

ます。前述の「オーディション」も平たくいえば面接。「で

も、『オーディションを突破して参加している』という方が

周囲に語るときもクールだし、それだけでも偉業を達成し

た感じでしょ？」と村尾氏は笑う。「ディズニーランドで働く

人はキャスト。だからこそ、あの働き方をするんです。名

前ひとつで物事は変わります。僕のクラスでは、その法則

を活かしています」。

　ゲスト講師以外の授業内容を挙げると、まずSDGｓの

各項目をトピックにした村尾氏のエンタメ性高い講義が

あります。「今そこにあるローカルとグローバルな社会問

題を知ってもらい、それに対する考えや解決法を述べる

プレゼンを各生徒に高頻度で行ってもらっています。取

材やリサーチ等も積極的にやってくれます」。またプレゼ

ン以外にも、たとえばジェンダーレス制服をテーマに、クラ

スを賛成派/反対派に分けたディベートも実施。「個人的

な賛成・反対は関係なく、クラスをスパッと２分割します。

異なる意見を真摯に聞く・相手の立場に立つといったエ

ンパシー教育の実践版です」と、村尾氏はその狙いを語

ります。週末を使って、各生徒が地元でスマホ片手にゴミ

拾いを行うのもユニーク。「その後、皆で気づきやゴミを

減らすアイデアをオンラインで語り合います。ネット版の課

外授業ですね（笑）」。他にも１年かけて行うビッグプロ

ジェクトもあり、現在は「エコバッグのシェアリングの仕組

み」も並行してつくっているそうです。「答えがない時代

だからこそ、育みたいのは自信・強さ・優しさ。総合すると

困っている人のところへ自ら歩み寄れる勇気かな」と、村

尾氏は遠い目で空を見上げました。

　忘れてならないのが、授業のはじめに毎回行われる、

『直近のニュースに関するミニテスト』。全問正解の生徒

には“パーフェクトステッカー”がもらえます。でも、これに

は単に『ニュースを見る習慣をつけよう』ということ以上

の意味があります。進路で悩んでいた高校時代の村尾

氏。ある教師との出逢いからニュースを欠かさず見る少

年となり、そこで心を痛めた事件・事故、変わりゆく世界情

勢から受けた刺激が、その後の進学先を決めたといいま

す。「将来が定まらない・好きなことが見つからないという

生徒は、ぜひニュースを見る習慣を。社会問題に詳しくな

ると、進むべき道も絞られてくると僕は信じています」。そ

ういうとタンブラーから、おもむろにアイスコーヒーを口に…。

「そう、僕のクラスはプラスチック禁止なのでスタッフ陣含めて

皆タンブラー持参。制服であるオリジナルTシャツもオーガニッ

クコットンです。そのすべてをSDGｓの学びにしています」。この

尽きることない工夫と仕掛けの数々が、ティーンズたちのチャ

リティ心を、どこまで伸ばすことができるのか？第一学院高等

学校のＳＤＧｓ教育<チャリティーンズ>は、今後も要フォロー

のプログラムです。
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ビジネス書作家

授業中に世界を変える！？
第一学院の本気のSDGs教育
〈チャリティーンズ〉が止まらない

名前ひとつですべてが変わる
ネーミングでクラスをユニークに
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答えがない時代に育みたい
自信と強さと優しさと〇〇
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チャリティーンズの名前の由来と
現実的な進路問題
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生徒＋スタッフがつけるIDはあだ名 チャリティーンズのロゴはハートモチーフ

起業家教育〈スタートアップステューデント・プロジェクト〉の高校生たち 

「ニュースを観る」を習慣化するステッカー

ＳＤＧｓに関する書籍含め、国内外で２０冊超の著書を出してきたビジネス書の

ベストセラー作家。現役の経営コンサルとして講演やプロジェクトで今日も世

界を飛びまわる。１４歳で単身渡米、ネバダ州立大学(UNLV)政治学科卒。帰国

後はホンダ本社で中東の営業を担当。豊富なグローバル経験・生き方と働き方

が一致したキャリア・数多くのチャリティ活動が評価され、近年は教育界より『ユ

ニークなカリキュラムづくり』の依頼が増加。第一学院とのつながりはスポット

で〈社会とつながる講座〉でグローバリズムについて教えたことから。その後、レ

ギュラー講座として起業家教育〈スタートアップステューデント・プロジェクト〉

で高校生たちと企業を結びつけ商品プロデュース＋販売を行う実践型授業を

４年行い、現在。
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平成の大学群「CHARM」・
「JARWakMarCH」
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気兼ねなく浮きこぼれる…
そんな場所さえあれば花は咲く
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制服のTシャツはオーガニックコットン。

https://www.daiichigakuin.ed.jp/
chariteens/


